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論 文 内 容 の 要 旨
18世 紀 後 半 か ら19世 紀 初 頭 に か け て の い わ ゆ る ロ マ ン 主 義 時 代 に 活 躍 し た 英 国 作 家 た ち は 、
社 会 体 制 、 政 治 体 制 を 攻 撃 し 、 個 人 の 感 情 、 感 受 性 の 解 放 等 を 熱 狂 的 に 説 い た フ ラ ン ス の ジ ャ
ン=ジ ャ ッ ク ・ル ソ ー(Jean-JacquesRousseau,1712-1778)の 大 変 な 影 響 下 に あ っ た 。 こ の 時
期 に 出 版 さ れ た 英 国 小 説 に は 、 ル ソ ー に 関 す る 言 及 、 特 に 感 傷 小 説 『ジ ュ リ 、 ま た は 新 エ ロ
イ ー ズ 』(形 地o%」 απo%θθ1」θ磁10短1761、 以 下 『新 エ ロ イ ー ズ 』)と 教 育 小 説 『エ ミ ー ル 、 ま た
は 教 育 論 』(E惚o%4θ1'6伽oα'∫oπ,1762、 以 下 『エ ミ ー ル 』)に 関 す る 言 及 や ほ の め か し そ れ
は 怒 り に 燃 え た 批 判 ・反 発 で あ っ た り 、 熱 狂 的 な 賛 同 ・支 持 で あ っ た り す る 一 で 満 ち て い る 。
ロ マ ン 主 義 時 代 の 英 国 人 に 対 す る ル ソ ー の 影 響 に 関 し て は 、 こ れ ま で も っ ぱ ら シ ェ リ ー
(PercyByssheShelley)、 バ イ ロ ン(GeorgeGordonByron)、 コ ー ル リ ッ ジ(SamuelTaylor
Coleridge)、 ワ ー ズ ワ ス(WilliamWordsworth)、 サ ウ ジ ー(RobertSouthey)な ど の 詩 人 に 限
定 し て 考 察 さ れ て き た 。 た と え ば 、 ジ ェ イ ム ズ ・H・ ウ ォ ー ナ ー(JamesH。Warner)の 「『新
エ ロ イ ー ズ 』 に 対 す る18世 紀 英 国 の 反 応 」("Eighteenth-CenturyEnglishReactionstothe
酌 卿 θ1」θ1%10茗s¢"1937)は 、18世 紀 英 国 に お け る ル ソ ー の 受 容 史 を 詳 説 し た 先 駆 的 論 考 で あ り 、
ま た 、 エ ド ワ ー ド ・ダ フ ィ ー(EdwardDuffy)の 『英 国 に お け る ル ソ ー 』(1～o%∬ θ砺 伽E㎎Z伽4,
1979)は 、 ロ マ ン 派 の 詩 人 た ち 、 と く に シ ェ リ ー に 対 す る ル ソ ー の 影 響 を 跡 づ け た 画 期 的 な 労
作 で あ る 。 こ の 時 代 の 小 説 家 に 与 え た ル ソ ー の 影 響 に 関 し て は 、J,M.S.ト ム キ ン ズ(J,M.S.
Tompkins)や マ リ リ ン ・バ ト ラ ー(MarilynButler)、 ニ コ ラ ・J・ワ ト ソ ン(NicolaJ.Watson)、
エ リ ナ ー ・タ イ(EleanorTy)な ど の 研 究 書 で し ば し ば 指 摘 は さ れ る も の の 、 包 括 的 な も の と
は 言 い 難 い 。
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本論 の 目的 は、 ル ソー の影 響 が うか が わ れ る ロマ ン主 義 時 代 の 英 国 小 説 を30作 あ ま り取 り上
げ、英 国 の作 家 た ち が ル ソー にい か な る 反応 を示 した か 、い か にル ソ ー を受 容 した か を分 析 し、
さ らに は、 ル ソー に対 す る反 応 を一 つ の 手 が か り と して 、 この 時 代 の錯 綜 す る 小説 群 に あ る種
の見 取 り図 を呈 示 す る こ とで あ る。 ち な み に、 本 論 で 取 り上 げ た 小 説 の大 半 は、 現 在 出版 され
て お らず 、 マ イ ク ロ フ ィル ム の 形 で大 英 図 書館 か ら取 り寄 せ た。 な お、 本 論 文 の研 究 が 可能 に
な った のは 、 平 成9年 か ら10年 、 そ して 平 成12年 か ら14年 の2回 に わ た って 交 付 され た科 学 研
究 費 のお か げ で あ る。 こ こに 付記 して感 謝 した い。
感 傷 小 説 『新 エ ロイ ー ズ 』 は 、.1761年2月 に フ ラ ンス で 出版 され る と、2ヶ 月 後 の4月 に は
ウ ィ リア ム ・ケ ン リ ック(WilliamKenrick)に よ ってrエ ロイ ー ザ 、 また は 原 文 の ま ま手 を加
え て い な い書 簡 集 』(EJo勧'o紹3θ7∫ θsげ()7忽伽ZLε"6zs)と い う題 で 英 訳 され 、1800年 まで に10
版 を重 ね た。 ま た、 教 育 小 説 『エ ミー ル 』 も出版 され るや 、 た だ ち に 同 じ くケ ン リ ック に よ っ
て 『エ ミ リ ウス 、 また は 教 育 論 』(E禰 伽$07伽E∬ の0πE伽0観0η)と い う題 で 翻 訳 され 、 大 反
響 を巻 き起 こ した。
『新 エ ロイ ー ズ 』 と は いか な る 作 品 な のか 。 そ して 当時 の英 国 人 た ち は この 小 説 を い か な る
作 品 と受 け取 っ た の か。 『新 エ ロイ ー ズ 』 は 書 簡 体 形 式 を取 っ て お り、 主 要 な 登 場 人物 は 男 爵
の娘 ジ ュ リ(JulieD'Etanges)と 彼 女 の 娘 時 代 の家 庭 教 師 サ ン ・プル ー(Saint-Preux)そ して
彼女 の夫 ヴ ォル マ ー ル(M.deWolmar)で あ り、 妻 と夫 と妻 の恋 人 の 三 角 関 係 の 物 語 で あ る。
美 し く感 受 性 豊 か な 貴 族 の 娘 ジ ュ リと平 民 の青 年 サ ン ・プ ル ー が 愛 し合 う。 二 人 は 官 能 的 な 一
夜 を過 ご し、 ジ ュ リは サ ン ・プ ル ー の 子 供 を身 ご もる が 、 結 局 は 流 産 して しま う。 ジ ュ リの 父
のデ タ ン ジ ュ男 爵(Barond'Etanges)は 身分 違 い を 理 由 に結婚 を 許 さず 、 二 人 は別 れ る。 ジ ュ
リは父 の友 人 で 年 の 離 れ た 初老 の ロシ ア 貴 族 ヴ ォル マ ー ル の も とに嫁 ぐ。 そ れ か ら6年 後 、 夫
の ヴ ォル マ ー ル は 、 サ ン ・プ ル ー が 妻 の か っ て の 愛 人 で あ る こ とを 知 りつ つ、 息 子 の 家庭 教 師
と して 家 庭 内 に招 き 入 れ る。 か く して、 ジ ュ リ、 サ ン ・プ ル ー、 ヴ ォル マー ル の三 人 は、 秩 序
と平 和 と無 垢 が 支配 す る 牧 歌 的 な ク ラ ラ ンで、 幸福 感 に 満 ち溢 れ た 生活 を送 るか に見 え る。 し
か し、 実 は ジ ュ リ とサ ン ・プル ー の愛 の炎 は依 然 と して燃 え尽 き る こ とな く燥 って い る。 ジ ュ
リは湖 で 溺 れ か か っ た 息 子 を救 助 した こ とが も とで病 に倒 れ る。彼 女 は死 の床 で、サ ン ・プル ー
に対 す る抑 え よ うに も抑 え きれ なか っ た愛 を告 白す る 手紙 を書 い て死 ぬ。 不 義 の情 熱 、 感 受 性
に殉 じた 彼 女 は 、死 後 、 妻 と して 母 と して、 美 徳 に満 ち た理 想 的存 在 として 崇 め られ る。
『新 エ ロイ ー ズ』は 、1790年 代、1800年 代 の英 国小 説 に次 の よ う な知 的枠 組 み を提 供 した 。 つ
ま り、 ジ ュ リ とサ ン ・プル ー の情 熱 的恋 愛 を通 して、 一組 の男 女 が愛 し合 って いれ ば 、 社 会 の
慣 習 、 しき た り、 制度 に逆 らって で も、 二 人 に はそ の愛 を成 就 させ る権 利 が あ る と い う こ と。
さ らには、 実 際 の行 動 が いか な る も ので あれ 、 美 徳 に対 す る情 熱 さ え あれ ば 、 また 社 会 の不 合
理 で不 自然 な規 範 で はな く、 自然 の感 情 、 感 受 性 、 感 性 、 衝 動 を 自分 の行 動 の 指 針 に し さえ す
れ ば 、 社 会 通念 上 はそ の行 動 が 罪 に満 ち た恥 ず べ き転 落 に見 え よ う とも、 そ の 行 動 は称 賛 す べ
き もの とな る とい う こ と。 す な わ ち、 美 徳 は人 間 の と る行 動 や 行 為 にか か わ っ て い るの で は な
くて、む しろ感 性 、感 受 性、 情熱 にか か わ っ て い る の だ、 とい う こと。 要 す る に、つ ね に感 情 、
感 受性 、 衝 動 の方 が 、 親 の権 威 、 国 家 の法 律 、 社 会 の し きた り、 因習 的道 徳 の 上位 に位 置 す る
の だ とい う知 的 ・思 想 的枠 組 み を呈 示 した 。
当 然 の こと なが ら、 ル ソー の急 進 主 義 的 言 説 に対 して 当時 の英 国 で は 賛 否 両 論 が あ っ た 。 ル
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ソー に対 す る ロマ ン主 義 時代 の英 国作 家 の反 応 は作 家 の信 奉 す る主 義 、 主 張 、 性 別 に よ って か
な り異 な る。 た とえば 、 トマ ス ・ホ ル ク ロ フ ト(ThomasHolcroft)、 ウ ィ リア ム ・ゴ ドウ ィ ン
(WilliamGodwin)な どの 男性 の急 進 主義 作 家 はル ソ ー の 主張 を 熱狂 的 に支 持 し、 一 方 、 保 守
主 義 者 は 、 た とえば エ ドマ ン ド ・バ ー ク(EdmundBurke)は 「『エ ミー ル 』 は 実 行 不 可 能 で 空
想 的 で 危 険 な 」 書 と弾劾 し、 お しな べ て ル ソー に対 して侮 蔑 的 ・否 定 的な 態 度 を示 した 。 女 性
作 家 の 場 合 は 、 『エ ミール 』 で展 開 され る女 性 観 ・女 子 教 育 観 ・女 性 は感 受 性 のみ の存 在 で あ
り、 知 性 ・理 性 等 は 欠 如 して い るゆ え 、 女 性 に は学 問 は 不 要 で あ る に関 して は 、 メ ア リ ・
ウル ス トン ク ラ フ ト(MaryWollstonecraft)の よ うな 急 進 主 義 作 家 も、 ハ ナ ・モ ア(Hannah
More)が 代 表 す る保 守 主義 作 家 も きわ め て 批 判 的で あ っ た 。 しか し、 『新 エ ロイ ー ズ 』 に描 か
れ た 情 熱 的 に初 恋 を貫 き 通 す 女 主 人公 ジ ュ リ に関 して は 、 メア リ ・ヘ イ ズ(MaryHays)や メ
ア リ ・ウル ス トン ク ラ フ トの よ うな 急 進 主 義 作 家 は熱 狂 的 な讃 美 を お く り、 保 守 主 義 作 家 、 た
とえば エ リザ ベ ス ・ハ ミル トン(ElizabethHamilton)や ハ ナ ・モ ア な どは 危 険 な 兆 候iを嗅 ぎ取
り、 嫌 悪 感 を あ らわ に した。 以 下 、 簡 単 に各 章 の 内容 を 要約 した。
第 一 章 ジ ュリはふ しだ らな 浮 気 女 か 、美徳 の 鑑 か 記 号 として のr新 エロイーズ 』一
本 章 で は 、 登場 人 物 が ル ソー の 『新 エ ロイ ー ズ』 を読 ん だ り、 一 節 を 引用 した り、 感 想 を語
り合 っ た り、議 論 した り して い る場 面 が 描 か れ て い る小 説 、さ らに は ジ ュ リ ア(『 新 エ ロイ ー ズ 』
の女 主 人 公 ジ ュ リの イギ リス 名)と い う名 前 の 女 性 が 登 場 す る小 説.例 え ば 、 トマ ス ・ホ ル
ク ロ フ トの 『アナ ・セ ン ト ・アイ ブ ズ』(、4%κα5'ん65,1792)、 メ ア リ ・ヘイ ズ の 『エ マ ・コー ト
ニ ー の 思 い 出』(ル勧20魏(ゾE〃 吻αGo%吻 昭1796)、 メ ア リ・ウル ス トン ク ラ フ トの 『女 性 の 虐 待 、
ま た は マ ラ イ ア』(銃 θπケo㎎s{～ズPレb〃zαη,07ノ吻 ア疹α,1798)、 シ ドニ ー ・オ ー エ ン ソ ン(Sydney
Owenson)の 『奔 放 な ア イ ル ラ ン ド娘 』(71肋 〃擁 〃勧G〃 乙1806)、 エ リザ ベ ス ・ハ ミル トン の
『現 代 の 哲 学 者 の思 い 出』(1漉 〃20〃s(ゾMb467ηP媚oso助6名s,1801)、 ア メ リア ・オ ー ピ ー(Amelia
Opie)の 『ア ドライ ン ・モ ウ ブ レイ』(A4θ伽 θ1吻ω加剛1804)、 メア リ ・ブ ラ ン トン(MaryBrunton)
の 『自制心 』(SθがCoπ'ア041810)、 ス ー ザ ン ・フ ェ リアー(SusanFerrier)の 『結 婚 』(ル伽 吻g召,
1818)・ を取 り上げ 、r新 土 ロイ ー ズ』が ロマ ン主 義 時代 の英 国 小説 にお いて あ る種 の記 号 と
して 機 能 して い る こ と を検 証 す る。 つ ま り、急 進 主 義 小説 に お いて 、 『新 エ ロイ ー ズ』 は 女 主
人 公 を勇 気 づ け 、行 動 の 手本 とな り、 情 熱 的な 性 行 動 を正 当化 し、 感 性 、 情 熱 、 官 能 を刺 激 ・
煽 る役 目 ・機 能 を果 た して い る。 換 言 す れ ば 、 『新 エ ロイ ー ズ 』 は、 当 時 の 女 性 に禁 じ られ て
い た よ り大 き な 性 的 自由へ の誘 い、 性 的 感 情 の 目覚 め、 官 能 的 刺 激 を示 す 記 号 とな って い る。
一 方 、 保 守 主 義 作 家 は、 女 主 人公 が 『新 工 ロイ ー ズ 』 を読 み 、 そ の理 論 を実 践 す る こ と に よ っ
て 、 破 滅 へ の道 を転 落 す る さ ま を描 い た。 そ の 結 果 、 『新 エ ロイ ー ズ』 は 保 守 主 義 作 家 に と っ
て は 、 不 義 の 性 的情 熱 と急 進 主 義 的 個 人 主 義 を意 味 す る記 号 とな る。
第 二 章 感 傷 小 説 の知 的枠 組 み・.一.一r新エ ロイ ー ズ 』 的変 奏 曲一
第 二 章 で は 、 感 情 ・感 受 性 を美 徳 の導 き手 と見 な し、 主 観 的で 自発 的 な 感 情 ・感 受 性 に重 要
性 ・特 権 を与 えた 『新 エ ロイ ー ズ』 が 、1790年 代 の英 国 の感 傷 小 説・ 例 え ば 、 ヘ レ ン ・マ ラ
イ ア ・ウ ィ リア ム ズ(HelenMariaWilliams)の 『ジ ュ リア 』(ル1忽 αハb"θ41790)、 シ ャー ロ ッ
ト ・ス ミス(CharlotteSmith)の 『デ ズ モ ン ド』(1)θs〃zo鳳1792)、 ジ ェイ ン ・ウ ェス ト(Jane
West)の 『現 代 の 物語 』(7肋7〃16q働 θ7ゼ〃z6s,1799)、 チ ャー ル ズ ・ロイ ド(CharlesLloyd)の
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『エ ドマ ン ド ・オ リ ヴ ァー 』(E伽 槻40励%1798)一 に 、 い わ ば 知 的 ・思 想 的 枠 組 み を提 供
して い る こ とを実 証 的 に跡 付 け る 。 当時 の 作 家 達 は 、 きわ め て 明 白な 政治 的 メ ッセ ー ジ を 発す
る 『新 エ ロイ ー ズ 』 を 自 らの 政 治 的 見解 を表 明 す るた め に利 用 し、 自己 の信 奉 す る主 義 に 忠 実
な感 傷 小 説 を構 築 しよ う と した。 急 進 主 義 小 説 は、 『新 エ ロイ ー ズ 』 的 状 況 を緻 密 に再 構 築 し
た り、 忠 実 に再 現 した りす る こ と によ っ て、 『新 エ ロイ ー ズ 』 が 体 現 す る感 受 性 、 急 進 主 義、
フ ラ ンス 革 命 を熱 狂 的 に擁i護 した。 一方 、 保 守 主 義 小 説 は 『新 エ ロイ ー ズ 』 的枠 組 み を意 図 的
に逆 転 ・転 覆 さ せ る こ と に よ っ て、 『新 エ ロイ ー ズ 』 の 担 っ て い る政 治 的見 解 を 嘲 笑 し、 反 駁
し、 調 刺 し、 攻 撃 した 。 換 言 す れ ば 、1790年 代 、1800年 代 の 小 説 は、 自己 の所 属 す る思 想 陣 営
にふ さわ し い 『新 エ ロイ ー ズ』 的 変 奏 曲 をひ た す ら奏 で続 け て い た の だ。
第 三 章 思 想 の 戦 い、覇 権 の 争 い一 マ ライア ・エ ッジ ワス 、rベ リンダ 』(1801)一
第 三 章 で は、 マ ライ ア ・エ ッ ジ ワ ス(MariaEdgeworth)の 風 俗 小 説 『ベ リ ンダ 』(Bθ 伽 吻,
!801)を 取 り上 げ る 。 『ベ リ ンダ 』 は保 守 主義 小 説 ら し く、 ル ソー を批 判 ・椰 楡 す るエ ピ ソー ド
に満 ち て い る。 しか し、そ れ と同 時 に、 自 らの ル ソ ー批 判 ・攻撃 とい う表 向 き掲 げ る主 張 を相
殺 し、 切 り崩 しを か け る 要 素 も潜 ん で い る。 要 す る に、 『ベ リ ンダ』 に は ル ソー 的 な も の と反
ル ソー 的 な もの が共 存 して い る。 結 局、 マ ライ ア ・エ ッジ ワ ス は 『ベ リンダ 』 の 中で 、 ル ソー
の主 張 を一 応 否 定 して い る に もか か わ らず 、 ル ソ ー の 主 義 主 張 に抗 いが た い あ る種 の魅 力 を感
じて い た。 そ こで、 『ベ リ ンダ』 に お いて 、 ル ソー 的 な も の と反 ル ソ ー 的 な も の の思 想 の戦 い
が お こな わ れ、 テ リー ・イ ー グ ル トン(TerryEagleton)の 言 葉 を 借 用 す れ ば 、 相 対 立 す る思
想 が 「作 品 の 中で 覇 権 を競 い合 い」、 自己 分裂 を き た して しま っ た と言 え る。 そ の結 果 、 『ベ リ
ンダ 』 は 保 守 主 義 者 を も急 進 主 義 者 を も満 足 さ せ る こ と の で きな い、 曖 昧 で 不 調 和 な 作 品 に
な って し まっ た。
第 四章 英 国 の庭 に現 れ た 蛇 の ジュリー マ ライア ・エ ッジ ワス 、rリーアノー ラ』(1806)一
第 四 章 で は、 第 三 章 に 引 き続 い て 、 マ ライ ア ・エ ッジ ワス の作 品 を取 りあげ る。 第 三 章 で は、
『ベ リン ダ』 にお け る ル ソ ー 批 判 が、 マ ライ ア ・エ ッジ ワス の 迷 い ・躊 躇 か ら曖 昧 な もの に
な っ て し ま っ た こ と を述 べ た 。 本 章 で 取 り上 げ た彼 女 の三 番 目の 長 編 小 説 『リー ア ノ ー ラ』
¢θoπ07α,1806)に お いて は 、 マ ラ イ ア ・エ ッ ジ ワス は い ささ か の 躊 躇 もせ ず に、 徹 底 的 に 『新
エ ロイ ー ズ』 の批 判 ・攻 撃 をお こな って い る。 マ ライ ア ・エ ッ ジ ワス は 急 進 主 義 思 想 と 『新 エ
ロイ ー ズ』 的状 況 を体 現 す る レデ ィ ・オ リヴ ィア(LadyOlivia)を 悪 女 と して 描 き 、 彼 女 を敗
走 ・転 覆 させ る こ とに よ って 、 急 進 主 義 思 想 の敗 北 ・頓 挫 を示 唆 した 。 さ ら には 、 当 時 の 英 国
社 会 を具 現 化 す るL家 が レデ ィ ・オ リ ヴ ィ ア の策 略 に よ る 崩 壊 か らか ろ う じて 免 れ た こ と を示
す こ とに よ り、 フ ラ ン ス の革 命 政 府 の脅 威 か ら危 うい と ころで 逃 れ た 当時 の英 国 社 会 の 状 況 を
象 徴 的 に 提 示 しよ う と した。 要 す る に 、 『リー ア ノ ー ラ』 の 主 題 、 構 造 は 『新 エ ロイ ー ズ 』 を
意 図 的 に 逆転 ・転 覆 させ た も ので あ る こと を示 した。
第 五章 小説 の ジャンル の混 在・ エリザ ベス ・ハ ミル トン、r現代 の哲 学 者 の思 い出 』(1800)一
本 章 で は、 エ リザ ベ ス ・ハ ミル トン のr現 代 の哲 学 者 の思 い 出』(1800)を 論ず る 。 『現 代 の
哲 学 者 の思 い 出』 には 、18世 紀 小 説 の 主 要 なサ ブ ・ジ ャ ンル で あ る感 傷 小 説、 ピ カ レ ス ク 小
説 、女 キ ホ ー テ 小説 、 急 進 主 義 小 説 のパ ロデ ィ、 保 守 主 義 小 説 が 混 在 して い る。 各 々 の サ ブ ・
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ジ ャ ンル の 中 で 、 『新 エ ロィ ー ズ 』 的 状 況 が 攻 撃 され 、 否 定 さ れ、 あ る い は 椰 楡 さ れ る こ とに
よ って 、多 少 き しみ な が ら保 守主 義 小 説 に 収敏 して い くさ ま を跡 付 け た。 よ り具 体 的 に言 えば 、
急 進 主 義 思 想 を椰楡 ・攻撃 す る完 壁 な保 守 主 義 小説 で あ るヘ ン リ(HenrySydney)と ハ リエ ッ
ト(HariettOrwell)を め ぐる物 語 に 、 感 傷 小 説 の 枠 組 み を も った ジ ュ リ ア(JuliaDel血ond)
の 物 語 、 ヴ ァ ラ トン(Vallaton)を 巡 る ピ カ レス ク の 物 語 、 ブ リ ジ ッテ ィー ナ(Bridgetina
Botherim)を 中心 とす る女 キ ホ ー テ の 物 語 が 流 れ 込 ん で い く。 結 局 、 感 傷 小 説 の 女 主 人 公 で
『新 エ ロイ ー ズ』 に魅 せ られ た ジ ュ リアは 、 毒 を岬 っ て 自殺 未 遂 を はか った あ と、 衰 弱 して 死
に い た る こ と に よ って 悲 劇 的 に敗 北 し、 女 キ ホ ー テ 小 説 の、 自己 を ジ ュ リ と 同一 視 した ブ リ
ジ ッテ ィ ー ナ は、 嘲 笑 され る こ と に よ り、 喜 劇 的 に 失 墜 し、 ピ カ レス ク 小 説 の ア ン チ ・ヒー
ロー でル ソ ー主 義 者 の ヴ ァ ラ トンは 、 断 頭 台 の 露 と消 え る こ と に よ って 、 滑 稽 に も破 滅 し、 一
方 『新 エ ロ イ ー ズ』 を批 判 す る保 守 主 義 小 説 の 主 人 公 ヘ ン リとハ リエ ッ トは 、 め で た く結 婚 し
幸 せ にな る。 要 す る に、 エ リザ ベ ス ・ハ ミル トン に と って 、 きわ め て 破 壊 的 、 破 滅 的 と思 わ れ
た急 進 主 義 思 想 は、 並 存 す る各サ ブ ・ジ ャ ンル にお いて 攻 撃 され 、 否 定 され 、 椰 楡 され 、 そ の
結 果 、 そ れ ぞ れ のサ ブ ・ジ ャ ンル は、 ア ラス タ ー ・フ ァ ウ ラー(AlastairFowler)の 言 葉 を 借
りれ ば 、 「変 化 し、合 併 し、 再 編 成 し直 し」、 多 少 き しみ な が ら、 保 守 主義 小 説 に 収敏 して い っ
た ので あ る。
第 六 章 夫 と父 の 権 威 に逆 らって ・ジ ェイン ・ウェスト、r不 信 心 な 父 親 』(1802)一
第 六 章 で は 、 ジ ェイ ン ・ウ ェ ス トの 『不 信 心 な 父親 』(7劾 聯461動'肱1802)を 取 り上 げ る。
『不 信 心 な 父 親』 の 中 に、 『エ ミー ル 』 で 主 張 さ れ て い る 教 育 理 論 と 『新 エ ロイ ー ズ 』 を想 起
させ る よ うな 物 語 が組 み込 まれ て い る こ とを指 摘 し、 か つ 『新 エ ロイ ー ズ 』 的状 況 や 『エ ミー
ル 』 で 展 開 され る教 育 理論 が 完 膚 無 き まで に批 判 ・攻 撃 さ れ る こ とに よ って 、 この作 品が エ ド
マ ン ド ・バ ー クの伝 統 に連 な る完 壁 な保 守 主 義 小 説 に な って い る こ とを指 摘 し た。 この小 説 に
お いて、 ジ ェイ ン ・ウ ェス トはエ ドマ ン ド ・バ ー ク の 手法 を そ の ま ま踏 襲 して、 国 家 の転 覆 と
家 庭 の 崩 壊 を重 ね 合 わせ る とい う戦 略 を とった 。 急 進 主義 思 想 に侵 され な が らも、 健 全 で 賢 明
な 保 守 主 義 者 た ち に よ って 、 危 う い と ころで 救 わ れ た グ ラ ン ヴ ィル(Granville)家 の姿 を通 し
て 、急 進 主 義思 想 の 脅威 に さ られ な が らもか ろ う じて、 そ の危 険 を 回避 した 当時 の英 国 社 会 の
あ りよ うを ジ ェイ ン ・ウ ェス トは 描 こ う と した 。
第 七 章 四 つ の歪 め られ た 物 語一 イライザ ・フェンウィック、r秘 密 』(1795)一
本 章 で 論 ず る の は 、 イ ライ ザ ・フ ェ ン ウ ィ ッ ク(ElizaFenwick)の 急 進 主 義 小 説 『秘 密 』
(56c7瑚1795)で あ る。 この 作 品 には 『エ ミー ル 』、『新 エ ロ イー ズ』、ゲ ー テ(JohannWolfgang
vonGoethe,1749-1832)の 『若 き ウ ェル テ ル の悩 み 』(D∫ θLθ∫伽4θsブ%㎎6%晩7伽7s,1774)、 コデ
ル ロ ス ・ド ・ラ ク ロ(PierreAmbroiseFranGoisChoderlosdeLaclos,1741-1803)の 『危 険 な 関
係 』¢θsL∫α∫soη∫4侃gεγθπsθs,1782)の 影 響 を色 濃 く漂 わ せ て い る 四つ の 物 語 が 共 存 して い る こ と
を指摘 し、 さ らにそ れ ぞ れ の物 語 が 、 ゴ シ ッ ク小 説 風 の味 付 け を ほ ど こ され て 急 進 主 義 小 説 に
変 貌 して い くさ ま を検 証 す る。 『秘 密』 は 四 っ の物 語 の 混 成 体 で あ る こ と、 しか も共 存 す る 四
つ の物 語 は互 い に対 話 す る こ と も、 交 差 す る こ と もな く、 ひ た す ら平 行線 を 辿 っ て い る。 各 々
の物 語 が 辿 る平 行 線 は、 登 場 人 物 の 恋 の 行 方 に もそ の ま ま反 映 され て お り、 彼 らの 恋愛 は 、 完
全 に一 方 通 行 で 、 結 局 、 どの 恋 も報 わ れず 片思 い の ま まで 終 わ る。 要 す る に、 そ れ ぞ れ の 物語
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の主 人公 が 次 々 と 自分 の 物語 を紡 い で 変 貌 を重 ね 、 そ れ ぞ れ の 物語 は 、 ゴ シ ック 小 説 と して か
ろ う じて 収 敏 は し て い く も の の、 最 終 的 に は フ ェ ンウ ィ ック の政 治 的 メ ッセ ー ジ を伝 え る べ
く、 急 進 主 義 小 説 の 色 彩 を 濃 厚 に湛 え 、 決 して 交 わ る こ とな く終 わ る。
第 八 章 崇 高 な る感 受 性 に殉 じて一一 メアリ・ロビン ソン、r不 誠 実 な友 人 』(1799)一
第 八 章 で 取 り上 げ る の は 、 メ ア リ ・ロ ビ ン ソ ン(MaryRobinson)の 『不 誠 実 な友 人 』(蹄 θ
勲Js6丹 伽41799)で あ る。 こ の 作 品 は、 ル ソ ー 流 女 子 教 育 を 受 け た 女 主 人 公 ガ ー トル ー ド
(GertrudeSt.Leger)が 、 『新 エ ロイ ー ズ』 の ジ ュ リと 同 じよ う に、 背 徳 を恐 れ ず 、 自分 の感
性 、 情 熱 、 欲 望 、 衝 動 に 忠 実 に、 愛 に 生 き 、愛 に殉 じる さ ま を崇 高 に描 い た も の で あ る。 この
小 説 には 、18世 紀 小 説 に頻 出 す る 「若 い娘 が 世 の 中 に 出 る」 と 「主 人公 が 女 主 人公 の指 導 者 で
あ り恋 人 で あ る」 とい う二 つ の モ チー フ が使 用 され て い る こ とを 指摘 し、 さ らに この モ チ ー フ
の 中 に 『新 エ ロイ ー ズ』 的 状況 の称 賛 、 体 制批 判 を巧 み に織 込 む こ とに よ って 、 このモ チ ー フ
にひ ね りが 加 え られ て い る こ とを検 証 した。 本 書 に お け る メ ア リ・ロ ビン ソ ン の意 図 は、単 に、
ル ソー 流 女 子 教 育 を 否 定 し、 積 極 的 に 『新 エ ロイ ー ズ』 的状 況 に の め り込 む 恋 す る女 性 を た だ
称 賛 し、 讃 美 す る こ とだ け で はな か っ た。 メ ア リ ・ロ ビ ンソ ン は、 独 立 心 溢 れ るガ ー トル ー ド
に急 進 主 義 的見 解 を述 べ させ 、 当時 の家 父 長 制 社 会 の 中枢 に い る牧 師、 貴 族 、 治 安 判 事 な どの
腐 敗 堕 落 ぶ り を糾 弾 させ 、 女 性 の置 か れ て い る劣 悪 で隷 属 的 で従 属 的 な状 況 を指 摘 させ る こ と
に よ って 、 間 接 的 に体 制批 判 を行 お う と した。
第 九 章 誘 惑 す る家 庭 教 師・ シドニ.一・オ ーエ ン ソン、rセ ン ト・クレア』(1803)一
第 九 章 で は、 シ ドニー ・オー エ ン ソ ン の 『セ ン ト ・ク レア、 ま た はデ ズ モ ン ドの女 相 続 人 』
(s左 αα〃,'oκ伽 」磁〃θ3s(ゾ1)6s甥o嘱1803)に つ いて 論 じる。 この作 品 は家 庭 教 師 と准 男 爵 の孫 娘
との崇 高 な 恋愛 を描 い た も ので あ る。 こ の小 説 が 『新 エ ロイ ー ズ』と 『若 き ウ ェル テ ル の悩 み 』
を下 敷 き に して い る こ と、 さ らに は 主 人 公 を 高 潔 で 魅 力 的 な 家 庭 教 師 と して 提 示 す る こ と に
よ って 、 エ ドマ ン ド ・バ ー ク の描 く侮 蔑 的 な家 庭 教 師像 に反 旗 を翻 して い る こ と を論 じた 。 シ
ドニ ー ・オ ー エ ンソ ンは 『セ ン ト ・ク レ ア』 にお い て、 枠 組 み と して 用 いた 『新 工 ロイ ー ズ 』
と 『若 き ウ ェ ル テル の悩 み』 とい う二 つ の急 進 主 義 的感 傷 小 説 を主 人公 のセ ン ト ・ク レ ア(St.
Clair)と 女 主 人 公 オ リ ヴ ィア(OliviaDesmond)に 小説 中で 熱 狂 的 に是 認 、 称 賛 させ る こ と に
よ って、 さ らに は 家庭 教 師 と彼 の情 熱 的 な恋 愛 を きわ めて 好 意 的 に、 読 者 の 共 感 を よぶ 形 で 、
描 く こ とに よ っ て、 シ ドニ ー ・オ ー エ ン ソ ンな りの急 進 主 義 小 説 を構 築 した 。
終 章 「ジュリア や らル イーザ や ら… …」一一一一ジェイ ン ・オ ース テ ィンの場 合 一
最 終 章 で は 、 第 一 章 か ら第 九 章 にお い て 概 観 した 数 多 くの ジ ュ リア た ち を念 頭 にお い て 、
ジ ェイ ン ・オ ー ス テ ィ ン(JaneAusten)の 小 説 に 描 か れ た 『新 エ ロイ ー ズ』 的 状 況 を分 析 し
た 。 現 実 認 識 に長 け て い た ジ ェイ ン ・オー ステ ィ ン は、 ソ フ ィ アや ル イ ー ザ や ジ ュ リア とい う
名 前 の 女性 を 女 主 人公 に して 、 彼 女 た ちが 大 々 的 に活 躍 す る物 語 を書 きは しな か っ た。 また 、
『新 エ ロイ ー ズ』 的状 況 、 す な わ ち ジ ュ リア の活 躍 す る物 語 を正 面 き って 小 説 の 中で描 く こ と
も しな か っ た。 そ のか わ り、数 多 く の ジ ュ リア の物 語 か らさ りげ な い形 で 引 用、盗 用 、借 用 し、
吸 収、歪 曲 、戯 画 化 、変 形 させ て 彼 女 な りの物 語 を紡 ぎ だ し、ジ ェイ ン・フ ェ ア フ ァ ッ ク ス(Jane
Fairfax)、 ア ン ・エ リオ ッ ト(AnneEliot)、 ソ フ ィ ア ・ク ロ フ ト(SophiaCroft)と い う 新 し
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い タ イ プ の 女 性 を 生 み だ した。 そ して ジ ュ リア た ち の物 語 、 『新 エ ロイ ー ズ 』 的 状 況 を、 単 な
る挿 話 、 書 簡 の 中で の一 挿 話 、劇 中 の物 語 、 新 聞 記事 、 小 説 の 表 舞 台 に浮 上 して 来 な い舞 台裏
の物 語 、 空 想 ・妄 想 の産物 、 埋 め られ た 過 去 の 物語 と して注 意 深 く小 説 の周 縁 に 追 いや り、 囲
い込 み 、 封 じ込 めて し まっ た。
第 一 章 か ら終 章 まで簡 単 に紹 介 したが 、要す る に 本論 の 目的 は、1790年 代 、1800年 代 の小 説 に、
繰 り返 し幾 度 とな く、意 図 的 に抜 け 目な くな され る 『新 エ ロイ ー ズ』 に 関す る ほ の めか し、 言
及 、 引 用 、 借 用 、 『新 エ ロイ ー ズ』 に 描 か れ た 状 況 、 場 面、 光 景 の巧 み な模 倣 、 剰 窃、 盗 用 を
指 摘 し分 析 す る こ とで あ る。『薪 エ ロイ ー ズ 』は この 時代 の数 多 くの小 説 の 中 で、書 き換 え られ 、
推 敲 され、 磨 き をか け られ 、 確 認 され 、 称 賛 され 、 あ る い は反 駁 され 、 攻 撃 され 、 愚 弄 され 、
嘲 笑 され 、戯 画 化 さ れ た。 い わば 、 この時 代 の 小説 は 『新 エ ロイ ー ズ』 か らのお び た だ し い 引
用 を散 りば め る こ と に よ って 、 『新 エ ロイ ー ズ 』 に対 す る あ る 種 の解 釈 、 註 釈 をお こな って い
る と も言 え る 。 「どん な テ キ ス トもそ れ だ け で 単独 には 存 在 しな い し、単 独 で は 充 足 しな い し、
そ れ だ け で は 自立 しな い。 ど んな テ キ ス トも閉 じ られ て い た り、 完 全 だ った り、 単 一 だ った り
は しな い」 と ヴ ィ ンセ ン ト ・リー チ(VincentB.Leitch)が い み じ くも指 摘 した よ うに、 ロマ
ン 主義 時 代 の 小説 は互 い に他 の小 説 に対 して 開 か れ た 存 在 で あ り、 必 然 的 に他 の 小 説 と交 差 し
て い る。 リー チが 述 べ た 意 味 にお い て 、 ロマ ン主 義 時 代 の小 説 は ま さ に 『新 エ ロイ ー ズ』 を媒
介 に して 、 「問 テ キス ト的 関 係 」 を形 成 して い る と言 え よ う。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論 文 は、18世 紀 末 か ら19世 紀 初頭 の い わ ゆ る ロマ ン主 義 時 代 の 英 国 小 説 に つ い て、 ル ソ ー
の 『新 エ ロイ ー ズ』に対 す る英 国 作 家 た ち 、特 に女 性 作 家 た ち の 受 容 の あ り方 を通 して検 討 し、
当時 の小 説 群 の錯 綜 す るテ クス トの 中 に 浮 か び 上 が る 間 テ クス ト的 相 関 関係 の 見取 り図 を 呈 示
し よ う と試 み た も ので あ る 。 ル ソ ー の影 響 は、 論 者 が 指 摘 す る よ う に、 この時 代 の 多 くの 小 説
に 「ジ ュ リア 」 と い う名 前 の 女 主 人公 が頻 繁 に登 場 す る こ と を見 れば 、 きわ めて 広 く深 い も の
が あ った こ とは 明 らか で あ る。 しか しな が ら、 この こ と に関 して 、 詳細 で 具 体 的 な研 究 が 行 わ
れ た こ とは 英 米 にお い て も これ まで に な か っ た。 英 国 小 説史 の記 述 に あ って は 、 ル ソー の影 響
につ いて そ の 事 実 を単純 に認 め ただ けで この時 代 を 素通 り し、 ウ ォル ター ・ス コ ッ トや ジ ェイ
ン ・オ ー ス テ ィ ンゐ論 考 に た だ ち に 向か う とい う の が 一般 的 で あ っ た ので あ る。
そ の 第 一 の 理 由は、 この時 代 の小 説 の ほ とん どが 現 代 の 読者 の鑑 賞 に耐 えな い 内容 で あ る た
め に、 忘 却 され 、 関心 を 引 く ことが 少 な い こ とが あげ られ よ う。 一 般 に英 国 小 説 は、 デ フ ォー
と リチ ャー ドソ ン に よ っ て 創 始 さ れ た ジ ャ ンル で あ る と考 え られ る が、 この 二 人 の 他 、 ヘ ン
リー ・フ ィー ル デ ィ ング 、 ス タ ー ン、 ス モ レ ッ ト等 が 出 た後 は、19世 紀 初 頭 のス コ ッ トに至 る
まで 、 見 るべ き作 品 に 乏 しい とされ て い る。 いわ ゆ る ゴ シ ック 小 説 の他 には 、 イ ンチ ボ ル ド、
バ ー ニ ー 、 エ ッ ジ ワス な どを 少数 の例 外 とす べ きで あ ろ うが、 彼 女 た ち の小 説 は リチ ャー ドソ
ン とス コ ッ トとい う巨峰 の狭 間 に あ って は、 影 の薄 い も の で しか な い ことは 否 定 しが た い。
第 二 の 理 由 と して は、18世 紀 小説 の 主 調 で あ る 「セ ンチ メ ン タ リズ ム 」 が 、1770年 代 頃 か ら
変 質 した こ とが あげ られ る。セ ンチ メ ン タ リズ ム は、商 業 資 本 主 義 の発 達 とそ れ に伴 う市 民(商
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人)階 級 の急 速 な 台頭 と とも に、18世 紀 文 化 に深 く浸 透 す る こ とに な った 。 この 用 語 を文 学 史
上 の一 時 期 に あ て は め た の は後 世 の文 学 研 究 者 で あ る が、「セ ン チ メ ン ト」や 「セ ンチ メ ンタ ル 」
と い う語 は、 この 時代o文 学 テ クス トで も既 に重 要 な キー ワー ドに な って いた 。 セ ンチ メ ン ト
が 表 す 意 味 内 容 は、 本 来 は17世 紀 プ ロテ ス タ ン ト神 学 者 た ち の思 想 に起 源 を持 つ も ので あ り、
理 性 ・知 性 と深 く関 わ る道 徳 的 感 受 性 とそ れ が 生 み 出す 思 想 や 感 情 の こ とで あ っ た。 「セ ンチ
メ ン ト」 と 「美徳 」 とは密 接 に関 連 す る概 念 で あ り、 人 間 の情 動 を倫 理 性 と結 合 させ た の で あ
る 。セ ンチ メ ン トを称 揚 す る文 学 史 上 のセ ンチ メ ン タ リズ ム が 支 配 的 とな った のは 、前 の 時 代 、
王 政 復 古期 に お け る 「ウ ィ ッ ト」を 中心 とす る主 知 的 な傾 向 に対 す る反 動 で もあ った 。 しか し、
セ ンチ メ ンタ リズ ム に 対す る 肯 定 的 な 見 方 は1770年 代 頃 に微 妙 に変 化 し、 過 度 の 感 傷 、 情 緒 へ
の 耽 溺 な どを 指 す よ うに な る。 現 在 の 「セ ンチ メ ン タル 」 とい う言 葉 が 持 つ 否 定 的 な 響 き は こ
の 頃 か らの もの で あ る。 そ れ で も なお 、 セ ンチ メ ン タ リズ ムが そ の後 約 半 世 紀 にわ た って 大 き
な 文 化 的 潮 流 で あ る こ とに は変 わ りなか っ た。 ロ マ ン 主 義時 代 の英 国 小説 は、 ヘ ン リー ・マ ッ
ケ ン ジー の 『感 情 の 人』 に代 表 され るよ う に、 ル ソー 派(急 進 主 義)、 反ル ソー 派(保 守 主 義)
を 問わず 、 き わ め てセ ンチ メ ン タル な、 す なわ ち広 い意 味で 情 動 的、 感 傷 的 な も ので あ る。
しか しな が ら、 論 者 が示 して い る よ う に、 この時 代 の 小説 は、 そ の 内在 的 価 値 につ いて の判
断 を留 保 した と して も、 興 味深 い文 化 的 現 象 を表 現 して い る こ とは確 か で あ る。 フ ラ ンス 革 命
に象 徴 され るよ うな急 進主 義 的思 想 が、 英 国 に お い て 思 想 界 の み な らず 一 般 社 会 を揺 るが して
い た ことは 周 知 の通 りで あ る。 そ れ を表 現 す る テ ク ス トは、 ワー ズ ワ ス、 コ ウル リ ッジ、 シ ェ
リー 等 の ロマ ン派 の 詩 人 の 作 品 に と どま る もの で は な か っ た。 小 説 は急 進 主 義 の浸 透 とそ れ に
対 す る保 守 主 義 の抵 抗 ・反 撃 の重 要 な媒 体 を提供 した の で あ る。 しか も、 この時 代 の 小説 は、
そ の書 き手 も読 み 手 も女性 が 中心 で あ っ た こ と も注 目す べ き事 実 で あ る。 メ ア リ ・ウル ス トン
ク ラ フ ト等 の 先 駆 的 フ ェ ミニ ス トが 先導 した急 進 主義 は、 特 に女 性 に とって 重 要 な 問題 を提 起
して いた 。 抑 圧 か らの解 放 、 感 情(恋 愛)の 自由 と称 揚 は、 イ ライ ザ ・フ ェ ン ウ ィ ック、 メ ア
リ ・ロ ビ ンソ ン等 の急 進主 義 的 小説 を 生 み 出 し、 一方 で は感 情 ・衝 動 の抑 制 、 理 性 ・分 別 の称
揚 、 既 成 秩 序 の擁i護 を唱 え る バ ー ク 的保 守 主 義 に傾斜 す る多 くの 小 説 が、 エ リザ ベ ス ・ハ ミル
トン、 ジ ェイ ン ・ウ ェス ト等 の 女 性 作 家 に よ っ て 書 か れ た の で あ る 。 そ の よ うな錯 綜 した文 化
的 葛藤 の場 とな った 小 説 とい う ジ ャ ンル に あ っ て 、 ル ソ ー の 『新 エ ロイ ー ズ』 と 『エ ミー ル』
は基 軸 的テ クス トと して 大 き な 存 在感 を 持 って い る。
本論 文 は、 ロマ ン主 義 時 代 の 女 性 作 家 た ち の 作 品 を中 心 にル ソー の テ ク ス トとの 間 テ ク ス ト
的相 関 関係 な い し葛 藤 を、 徹 底 的 な 一 次 資 料 分 析 を通 して 探 求 した もの で あ る。 こ こで扱 われ
る 小説 の大 部 分 は、 エ ッ ジ ワス な ど ご く少 数 を例 外 と して 、 ほ とん ど忘 れ られ た 存在 で あ る。
論 者 はそ れ らの小 説 をル ソ ー との 関 連 に お いて 再 考 し、 対 立 す るイ デ オ ロギ ーが 葛藤 を繰 り広
げ る 場 で あ る こ とを 明 らか に して い く。
第 一 章 で は、急 進 主 義 小 説 に お い て も 、保 守 主 義 小 説 にお いて も、ル ソー の 『新 エ ロイ ー ズ 』
は 、 論 者 に よれ ば 、 「あ る種 の記 号」 と して 機 能 して い る こ とが 検 証 され る。 ル ソー の ヒ ロイ
ン に倣 っ て しば しば ジ ュ リア と呼 ば れ る ヒ ロイ ン の行 動 につ いて 、 最 終 的 に肯 定 的 態 度 が 示 さ
れ る か 否 定 的態 度 が示 され るか に よ って 、 急 進 主 義 と保 守 主 義 を識 別 す る こ とが 可 能 な の で あ
る 。 こ の こ とは 、 第 二 章 に論 じ られ る よ う に、 ヘ レ ン ・マ ラ イ ア ・ウ ィ リア ム ズ の 『ジ ュ リ
ア 』、 シ ャー ロ ッ ト ・ス ミス の 『デ ズ モ ン ド』、 ジ ェイ ン ・ウ ェス トの 『現 代 の物 語 』、 チ ャー
ル ズ ・ロイ ドの 『エ ドマ ン ド ・オ リヴ ァー 』 等 、 当時 の 小説 に 「知 的 ・思 想 的 枠 組 み を提 供 」
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して いた こと を意 味 す る。 これ らの 小 説 は、 この枠 組 み の 中で 、 保 守 主 義 あ る い は急 進 主 義 と
い う よ う にベ ク トル の 方 向 を変 化 させ な が ら展 開 す る もの と して 明 瞭 な位 置 づ け を 与 え られ る
こ と にな る。 小 説 テ クス トは ル ソー のテ ク ス トを 中心 とす る イデ オ ロギ ー のせ め ぎ合 い の 場 な
の で あ り、 そ の よ うな 理解 の 下で 、 そ れ ぞ れ の作 家 ・作 品 の 中 で の個 別 の 問題 が 浮 き彫 りに さ
れ る ので ある 。 第 三 章 と第 四 章で は、 当時 の重 要 な女 性 作 家 マ ライ ア ・エ ッジ ワス の作 品 が、
この 枠 組 み の 中で検 討 され て い る。 エ ッジ ワス のrベ リ ンダ』 で は、 ル ソー 的志 向 と反 ル ソー
的 志 向 とが 「思 想 の 戦 い」 を繰 り広 げ る結 果 、 自己分 裂 を き た して、 曖 昧 な 作 品 と な る過 程 が
分 析 され 、 一 方 、rリ ー ア ノー ラ』 は、 ル ソ ー のr新 エ ロイ ー ズ 』 を 「逆 転 ・転 覆 」 させ た 保
守 主 義 小 説 とな っ て い る ことが 立 証 され る。 エ ッジ ワス の作 品 の思 想 的変 遷 が 、 フ ラ ンス との
国 際 関 係 の 緊 迫 を背 景 とす る こ と も論 じ られ て い る。 ル ソー の思 想 は フ ラ ンス 革 命 と 同一 視 さ
れ 、 家庭 へ の脅 威 、 家 庭 の崩 壊 は 、 イ ギ リス 国 家 へ の脅 威 で あ り、 そ の崩 壊 に結 び つ くも の と
み な さ れ る ので あ る。 男 女 の恋 愛 を主 軸 とす る小 説 が 高 度 に政 治 的 な 意 義 を備 え て いた ことが
明 らか に され て い る。
第 五 章 と第 六 章 で は 代 表 的 な保 守 主義 女 性 作 家 の 作 品 が 検 討 の対 象 とな る。 エ リザ ベ ス ・ハ
ミル トン の保 守 主 義 小 説 『現 代 の哲 学 者 の 思 い 出 』 には 、18世 紀 小 説 を形 成 して き た さ まざ ま
な サ ブ ・ジ ャ ンル で あ る感 傷 小 説、 ピ カ レス ク 小 説 、 「女 キ ホ ー テ」 小 説、 急 進 主 義 小 説 と保
守 主 義 小 説 が 混 在 して い る 。 そ れ らはせ め ぎ合 い を繰 り返 しな が ら、 最 終 的 に は 保 守 派 の 政 治
的 メ ッセ ー ジ を伝 え る保 守 主 義 小説 に 収敏 す る の で あ る 。 ジ ェイ ン ・ウ ェス トの 『不 信 心 な父
親 』 で は、 『新 エ ロ イ ー ズ』 や 『エ ミー ル 』 で 展 開 され た ル ソ ー 的 思 想 が 徹 底 的 に批 判 ・攻 撃
の 対 象 とな り、 完壁 なバ ー ク 的保 守 主 義 小 説が 成 立 して いる。
第 七 章、 第 八 章 、 第 九 章 で は急 進 主 義 の 女 性 作 家 た ち 、 イ ラ イ ザ ・フ ェ ン ウ ィ ッ ク、 メ ア
リ ・ロ ビ ン ソ ン及 び シ ドニー ・オー エ ン ソ ンが 取 り上 げ られ て い る。 フ ェ ン ウ ィ ック の 『秘 密』
で は 、 ル ソ ー の テ ク ス トを は じめ、 ゲ ー テ の 『若 き ウ ェル テ ル の悩 み』 とラ ク ロ の 『危 険 な 関
係』 等 の影 響 を色 濃 く受 け た 四つ の物 語 が 共 存 し、 そ れ らの 物語 の 間 テ クス ト的 絡 み合 い を通
じて、 ゴ シ ック 小 説 的要 素 を加 味 した 急 進 主 義 小 説 に変 貌 す る過 程 が見 られ る。 ロ ビン ソ ン の
『不 誠 実 な友 人』 で は、18世 紀 小 説 に頻 出す る 「若 い娘 が 世 の 中 に 出 る」 と 「主 人 公 が 女 主 人
公 の 指 導者 で あ り恋 人で あ る」 と い う基 本 的 な 二 つ の モ チー フが 、 ル ソー のテ クス トの影 響 に
よ っ て微 妙 に 変 容 して い る。 一 方 、 オ ー エ ン ソ ン の 『セ ン ト ・ク レ ア』 で は 、 ル ソー とゲ ー テ
の テ ク ス トを 下敷 き と して 、 バ ー ク によ る侮 辱 的 な 家 庭 教 師 像 を転 覆 す る間 テ クス ト的 戦 略 に
よ っ て、 急 進 主義 的小 説 が 構 築 され る。
終 章 で扱 わ れ る ジ ェイ ン ・オ ー ス テ ィ ンが 保 守 主 義 的 小 説 家 で あ る こ とは 、 一 般 に認 め られ
て い る前 提 で あ る。 本 論 文 で の こ こ に至 る まで の 過 程 で 論 じ られ て きた こ と を基 礎 と して 再 検
討す る な らば 、 オー ス テ ィ ンが ル ソ ー の テ クス トを単 な る挿 話 や 劇 中 の物語 、 間 接 的 に語 られ
る舞 台 裏 の物 語 等 と して 周縁 に追 いや り、 「囲 い 込 み 、 封 じ込 め た」 こ との 意 義 が 明確 に 浮 か
び 上が る。 彼 女 の小 説 は 英 国 小 説史 にお け る保 守 派 の 優 位 を確 立 した もの で あ る が 、 同 時 にル
ソ ー 的セ ンチ メ ン タ リズ ム を超克 す る こ と によ りロマ ン主 義 を も越 え た独 自の 小 説 世界 を構 築
した の で あ っ た。
本論 文 で は18世 紀 小 説 の 背 景 で あ るセ ンチ メ ンタ リズ ム につ い て 、 そ の思 想 的 ・歴史 的 背 景
の追 求 が な され て いな い の で あ るが 、 す で に ブ リ ッセ ンデ ン等 によ る十 分 な考 察 が行 わ れ て い
る と い う 前 提 に立 っ て の こ とで あ ろ う。 しか し な が ら、 本 論 文 にお け る小 説 テ ク ス ト分 析 に
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よって、セ ンチ メンタ リズムの複雑 に錯綜 した実 態の解 明に成功 した結果、それ を基盤 として
そ の思想的 ・社会的背景にっいて新 たな知見 を提供 しうる可能性が開かれて いる。 また、 ジェ
イ ン ・オーステ ィンが、単なる保守 主義 小説の枠 を越 えて、急 進派、保守派 を問わず支配 的で
あった感傷主義その ものを超越 した ことの意義 を追求す る ことも要請 され ることにな った と言
え よう。 こうした ところまで踏み込 んで いれば一層充実 した論考 とな ったで あろうが、しか し、
それは論者の今後 の課題 とな るべ きもので あるとも言 える。本論文 は、膨大な数の一次資料、
しか も現 在では入手 困難な 当時 の群小小説群 を綿 密に読み解 き、そ の確固た る裏付けの下 に、
ロマ ン主義時代 にお ける急進主義小説 と保守主義小説 の間テ クス ト的相関関係 と葛藤 を余す と
ころな く解明 した。 これは きわめて 印象的な 成果で あ り、英国 小説研究 史上 の重 大な 欠落 を
補って余 りある内容で ある。小説史 の書 きか えの可能性す ら呈示 し得た ことには大 きな意義が
ある。
よって、 本論文 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと
認め られ る。
一65一
